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題
字
／
小
原
天
爺
先
生

絵
　
／
関
　
亜
希
子

（東
福
寺
　
通
天
橋
）

友

思

会

今
年
の
五
月
中
旬
、
五
年
ぶ
り

に
ク
ラ
ス
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
ｃ

今
年
は
卒
業
後
五
十
年
と
い
う
節

日
の
年
で
も
あ
り
、
一
回^
ほ
ど
役

員
会
を
開
き
、
遺
漏
な
き
よ
う
準

備
に
も
随
分
と
心
を
配
り
ま
し
た
ｃ

お
陰
様
で
、
当
日
は
四
十
六
名
中
、

一
卜^
六
名
が
参
加
す
る
と
い
う
需

会
ぶ
り
で
し
た
。
更
に
、
八
名
か

ら
も
欠
席
の
連
絡
を
頂
き
ま
し
た
。

鬼
籍

に
入

っ
た
仲
間
も
多

い
中
、

何
は
と
も
あ
れ
三
十
四
名
の
級
友

が
互

い
の
消
息
を
確
認
し
合

い
、

息
災
を
祝
し
得
た
こ
と
は
本
当
に

情
連
な
こ
と
で
し
た
．

そ
の
夜
．
カ
ラ
オ
ケ
の
腕
前
を

披
露
す
る
友
。
私
流
健
康
法
に
蘊

蓄
を
傾
け
る
友
ぅ
…
…
紅
顔
の
青

年
は
、
そ
れ
ぞ
れ
思

い
も
寄
ら
ぬ

変
貌
を
遂
げ
て
い
ま
し
た
。
功
利

に
よ
ら
ぬ
―――‐
問
達
と
の
語
ら
い
は

そ
れ
自
体
実

に
楽
し
い
も
の
で
し

た
が
、
そ
れ
以
Ｌ
に
心
弾
ん
だ
の

は
、
意
外

に
も
そ
の
準
備
作
業
で

同
窓
会
長
三
代
川
　
幹
　
雄

習
志
野
　
八
千
代
地
区

保
護
司

し
た
ｃ
葉
書
の
文
字
に
友
の
顔
が

重
な
り
、
整
理
を
し
な
が
ら
も
次

か
ら
次

へ
と
思
い
出
は
尽
き
ま
せ

ん
。
あ

の
時
の

一
言
、　
一
寸
し
た

仕
草
が
Ｌ

い
の
心
に
絆
と
な

っ
て

残

っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
得
た

嬉
し
さ
。
そ
れ
は
望
外
の
も
の
で

し
た
ｃ
同
窓
会
の
妙
味
は
年
を
経

る
こ
と
に
い
や
増
す
よ
う
で
す
。

母
校
同
窓
会
も
創
立
八
十
周
年

を
目
前

に
控
え
、
記
念
史
及
び
会

員
名
簿

の
発
刊
、
記
念
式
典
の
内

容
等
、
記
念
事
業
に
関
す
る
課
題

が
山
債
し
て
い
る
状
態
で
す
ｃ
〈
／

後
、
会
員
皆
様
方
の
御
協
力
に
よ

り
ま
し
て
、

一
つ

一
つ
誠
実
に
対

処
し
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
猶

一
層
の
皆
様
方
の

御
支
援

・
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
衷
心
よ
り
お
願

い
申
し
あ
げ
ま

す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会

員
皆
様
方
の
今
後
益
々
の
御
活
躍

と
御
健
勝
を
御
祈
念
中
し
Ｌ
げ
ま

し
て
、
私
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
＾
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平
成
九
年
四
月
の
人
事
異
動
で
着
任
さ
れ
、
同

窓
会
理
事
と
な
ら
れ
た
校
長
、
教
頭
、
事
務
長
の

二
名
の
方
々
よ
り
御
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
御
栄
転
さ
れ
た
先
生
方
に
は
同
窓
会
活

動
に
多
大
の
御
理
解

・
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
新
任
地

で
の
御
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
ｃ

全
日
制
教
頭
　

崎

山

廣

日
＝
手
↑

に
大
学
入
学
年
齢
の
特
例
を
設
け

る
こ
と
等
で
す
。
例
え
ば
、
千
葉

大
学
で
は
来
年
度
人
試
か
ら
高
等

学
校
に
二
年
以
上
在
学
し
た
生
徒

等
を
対
象

に
工
学
部

へ
受
け
入

れ
、
独
自
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
よ

る
教
育
を
実
施
し
ま
す
。
社
会
の

変
化
が
急
速
に
進
む
中
、
こ
れ
か

ら
の
教
育
に
は
、
ゆ
と
り
の
中
で

生
徒
た
ち
に
生
き
る
力
を
は
ぐ
く

む
こ
と
を
目
指
し
、　
一
人

一
人
の

能
力

・
適
性
に
応
じ
た
教
育
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
本
校
で
は
、
創
造

的
な
知
性
と
円
満
な
徳
性
を
備
え

た
実
践
力
の
あ
る
人
間
を
育
成
す

る
た
め
に

一
人

一
人
の
生
徒
に
対

し
て
、
先
生
方
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
校
の

教
育
は
真
に
教
育
改
革
を
先
取
り

し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
素
晴
ら
し
い
熱
意
あ
ふ
れ
る

先
生
方

の
御
指
導
、
更
に
は
同
窓

会
の
皆
様
の
御
支
援
、
御
協
力
の

た
ま
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

輝
か
し
い
本
校

の
伝
統
を
守
り

引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

御
栄
転
の
方
々

校
　
長
　
野
老
慎
二
郎
氏

教
　
頭
　
石
橋
　
　
摯
氏

事
務
長
　
」巾
川
　
士呂
明
氏

千
葉
敬
愛
短
期
大
学

県
立
柏
井
高
等
学
校
教
頭

県
ｔ
千
葉
高
等
学
校
事
務
長

大
正
九
年
、
地
域
唯

一
の
中
学

校
と
し
て
創
立
さ
れ
、
以
来
八
〇

年
、
地
域
の
期
待
を
担

い
時
代
の

要
請
に
応
え
て
幾
多
の
有
為
な
人

材
を
社
会
に
送
り
出
し
て
き
た
本

校
に
、
本
年
四
月
県
情
報
教
育
セ

ン
タ
ー
よ
り
赴
任

い
た

し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
学
校
に
勤
務
で

き
る
こ
と
を
喜
び
に
思
う
と
と
も

に
責
任
の
重
大
さ
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
教
育
制
度
に
つ
い
て
複

線
化
構
造
が
進
め
ら
れ
、
画

一
的

な
シ
ス
テ
ム
を
柔
軟
な
も
の
に
す

る
こ
と
を
基
本
に
多
く
の
提
言
が

な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
中
高

一
貫

教
育
の
選
択
的
な
導
入
、
稀
有
な

才
能
を
有
す
る
生
徒
た
ち
の
た
め

め
た
か
ら
こ
そ
成
さ
れ
た
偉
業
で

あ
る
と
思

い
ま
す
。

生
徒
諸
君
と
と
も
に

「新
し
み

を
求
め
て
た
え
ず
変
化
す
る
流
行

性
に
こ
そ
、
永
遠
に
変
わ
ら
な

い

不
易
の
本
質
が
あ
り
、
不
易
と
流

行
と
は
根
元
に
お
い
て

一
つ
で
あ

る
」
と
す
る

「不
易
流
行
」
の
深

い
意
味
を
念
頭
に
お
い
て
、
先
輩

校
長
か
ら
引
き
継

い
だ
柔
軟
な
思

考
と
発
想
で
船
橋
高
校
の
誇
り
高

き
伝
統
を
守

っ
て
い
き
た

い
と
考

え
ま
す
。

遅
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
同

窓
の
皆
様
方

の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
と
ご
健
康
を
お
祈
り
致
し
ま
す

と
同
時
に
、
母
校
発
展
の
た
め
引

き
続
き
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願

い
中
し
上
げ
て
ご
挨
拶
に

か
え
ま
す
。

る
と
同
時
に
、
激
動
の
時
代
に
あ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
に
柔
軟
に

対
応
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
今
後
の
教

育
の
あ
り
方
を
示
す
た
め
に
使
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

三
年
後
に
八
十
周
年
を
迎
え
る

本
校
に
と

っ
て
は
こ
の
言
葉
の
持

つ
意
味
の
重
さ
は
格
別
で
す
。
「不

易
」
が
単
な
る
旧
習
の
保
持
で
あ

っ
た
り
、
「流
行
」
が
う
わ
べ
だ
け

の
物
真
似
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
は
当
然
で
す
。

本
校
の
八
十
年
に
及
ば
ん
と
す

る
栄
光
あ
る
伝
統
も
校
風
も
、
同

窓
の
皆
様
方
が
、
そ
の
時
々
の
時

代
の
変
化
を
鋭
く
予
感
し
、
洞
察

し
実
践
し
た
か
ら
こ
そ
成
さ
れ
た

偉
業
で
す
。
ま
た
、
変
化
の
底
流

に
流
れ
る
不
変
の
真
実
を
追

い
求

着

任

の

御

挨

拶

「
不

易

流

行

」校
長小
西
　
紀
男

最
近
の
教
育
改
革

に
関
す
る
提

吉
や
報
告
書
の
中

に
は

「不
易
流

行
」
と

い
う
こ
と
ば
多
く
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
間
と
し

て
日
本
人
と
し
て
引
き
継

い
で
き

た
美
し
い
心
や
伝
統
を
大
切
に
す
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着
任
の
あ
い
さ
つ

事
務

長

山
茶
花
が
き
れ
い
に
咲
き
始
め

た
今
日
こ
の
頃
、
同
窓
会
員
の
皆

様

に
は
、
ま
す
ま
す
御
健
勝
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
本
年
四
月
、
君

津
商
業
高
校
か
ら
赴
任

い
た
し
ま

し
た
。
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
本
校

に
勤
務
で
き
る
こ
と
は
、
私
に
と

っ
て
大
き
な
喜

び
で
あ

り
ま
す

が
、
県
下
で
も
屈
指

の
事
務
長
で

あ
る
、
市
川
事
務
長
の
後
任
と
し

て
多
少
不
安
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ

こ
は
若
さ
で
カ

バ
ー
し
、

よ
り
良

い
教
育
環
境
の
整
備

に
全

力
を
傾
注
し
て
参
る
所
存
で
す
の

小

松

英

夫

で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
い
た
し

ま
す
。
本
年
度
の
施
設
軽
備
等
を

述
べ
て
、
盾
任
の
御
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
年
度
の
施
設
整
備
は
、
武
道

館
内
部
ｒ
装
、
渡
り
廊
ド
屋
上
防

水
改
修
、
体
育
館
照
明
改
修
工
事

が
予
算
措
置
さ
れ
ま
し
た
。
渡
り

廊
下
岸
上
防
水
改
修
は
、
強
風
に

よ
り
防
水
シ
ー
ト
が
破
れ
て
三
階

渡

り
廊
下

が
雨
も

り

し
た
も

の

で
、
七
月
に
竣
工
し
て
お
り
ま
す
。

武
道
館
内
部
準
装
は
、
内
堅
、
天

井
部
の
塗
装
で
、
九
月
に
新
装
な

船
橋
中
学
院
時
代
を
知
れ
る
史

料
は
少
な

い
ｃ
最
近
、
発
見
さ
れ

た

『大
正

一
一

（
一
九
二
二
）
年

六
月
二

一
日
　
船
橋
中
学
院
工
事

報
告
Ｌ

「船
橋
市
史
　
資
料
編
九
』

二
六
〇
頁
、　
一
九
九
七
年
二
月
）

を
紹
介
す
る
。

「国
民
教
育

フ
旺

盛

ニ
シ
其

（ソ
ノ
）
成
績
フ
優
良

ナ
ラ
シ
メ
ン
ト
セ
バ
之

（
コ
レ
）

ガ
形
式
フ
整
備
シ
教
育
Ｌ
遺
憾
ナ

カ
ラ
シ
ム
ル
ニ
ア
リ
ヤ
論
ナ
キ
ナ

リ
、
本
町
ノ
学
齢
児
童

ハ
逐

（チ

ク
）
年
其
数
フ
激
加
シ
校
含
ノ
狭

除
フ
告
ケ
タ

ル
フ
以
テ
町
当
局

ハ

異

（サ
キ
）

二
本
校
増
築
ノ
議
フ

町
会

二
提
出
シ
テ
之
フ
決
シ
不
肖

等
建
築
委
員
ト
シ
テ
エ
事

二
着
手

セ
リ
　
建
築
校
舎

ハ
問
口
二
十
九

問
奥
行
四
間
半
木
造
瓦
■

⌒カ
ワ

ラ
ブ

キ
）

ノ
三
階
建

ニ
シ
テ
此

（
コ
ノ
）
坪
数
百
二
十
坪
五
合
外

二
昇
降
口
三
十
坪
使
所
十
二
坪
ナ

リ
、
大
正
十
年
卜
月
起
工
同

（ト

一
）
年
二
月
上
棟
式
フ
挙
行
シ
当

初

ヨ
リ
九

ヶ
月
間

二
百
　
⌒
ワ
タ
）

ル
ロ
子

（時
）
卜

二
万
五
千
円
余

ノ
エ
費
フ
以
テ
漸
ク
本
月
卜
八
日

予
定
ノ
エ
事
フ
竣
成
セ
リ
、
具
構

造

ハ
利
便
卜
堅
牢
フ
主
ト
シ
、
敢

テ
外
観
ノ
美
フ
採
ラ
サ
ル
ハ
一
二

町
経
済
フ
顧
念
シ
節
シ
得
ラ
ル
ル

ダ
ケ
ノ
エ
背
（フ
次

（
ツ
ギ
）
テ
、

ヨ
リ
大
ナ
ル
教
育
Ｌ
ノ
効
果
ヲ
収

メ
シ
メ
ン
ト
ス

（中
略
）

大
正
十

一
年
六
月
二
十

一
日

増
築
委
員
総
代
」

当
時
、
千
葉
県
も
中
学
校
進
学

希
望
は
増
え
て
い
た
が
、
行
政
の

対

応

や
認
識

は

遅

れ

て

い
た

。

「
一
般
ノ
風
潮

二
迷

ハ
サ

レ
争

フ

テ
中
等
学
校

二
走
ラ
ム
ト
ス
ル
ハ

不
健
全
ナ

ル
傾
向
」

「
（元
田
敏

夫
）
知
事
訓
示
要
旨

（大
正
十
三

年
八
月
二
十
五
日
と
、
『千
葉
県

史
料
　
近
代
郡
制
下
』
七
二
頁
、

一
九
八
九
年
）
と
あ
る
が
、
県
民

の
正
当
な
進
学
要
求
を

「不
健
全
」

と
決
め
つ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

工
事
報
告
で
は
中
学
院
の
設
備

充
実
は
必
要
と
し
、
校
舎
増
築
は

町
当
局
が
提
案
し
、
町
議
会
も
賛

同
し
て
実
現
し
た

こ
と
が
判
る
。

増
築
校
舎
は

一
三
〇
坪
の
規
模
で

あ
る
が
、
町
経
済
の
負
担
を
考
慮

し
、
費
用
を
節
約
し
利
便
と
堅
牢

を
主
と
し
た
と
あ
る
。
町
す
で
は

な

い
中
学
院

へ
、
町
が
費
用
負
担

を
し
た
こ
と
は
、
地
域
の
人
々
の

中
等
教
育
に
対
す
る
要
望
の
強
さ

と
中
学
院

へ
の
期
待
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
県
立
船
橋
高
校
は
地

几

船
橋
と
の
密
接
な
繋
が
り
の
な
か

で
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

―‐
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平
成
十
二
年
、
西
暦
二
〇
〇
〇

年
に
、
母
校
は
八
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。
前
号
で
も
お
知
ら
せ
致
し

ま
し
た
が
、
こ
の
八
十
周
年
記
念

事
業
の

一
つ
と
し
て
会
員
名
簿
を

作
成
す

る
こ
と
、
名
簿
作
成

は

買
株
）
サ
ラ
ト
」
に
依
頼
す
る
こ

と
、
等
が
総
会
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
去
る
十
月

二
十

一
日
の
夕
方
、
同
窓
会
長

二^

代
川
幹
雄
氏
、
名
簿
作
成
委
員
会

委
員
長
畠
山
二
郎
氏
の
立
ち
会

い

の
も
と

に
、

（株
）
サ
ラ
ト
と
正

式
に
契
約
を
結
び
ま
し
た
。
名
簿

作
成
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
よ
う

に
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇
発
行
年
月

平
成
ト

◇
販
売
価
格

四
千
円

◇
調
査
時
期

一
年
卜

一
月

二
十
日

（消
費
税
込
み
）

平
成
十

一
年
初
頭
～

調
査
は
が
き
の
発
送
開
始

な
お
、
会
員
の
個
人
デ
ー
タ
に

つ
い
て
は
、
機
密
保
持
に
卜
分
配

慮
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
な

っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
会
員
名
簿
発
刊

の
ほ
か
、
理
事
会
で
の
検
討
を
経

て
記
念
事
業
内
容
を
詰
め
て
行
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
会
員

の
皆
様
方

の
、　
一
層

の
御
理
解
・

御
協
力
を
お
願

い
中
し
ま
す
．

り
使
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
ｃ
体

育
館
照
明
改
修
に
つ
い
て
は
、
現

在
設
計
等

の
作
業

を
進
め

て
お

り
、
近
日
中
に
工
事
に
入
る
見
込

み
で
す
。

十
月
か
ら
、
発
が
ん
性
の
あ
る

猛
毒
物
質
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
る
学
校
焼
却
炉
の
使

用
が
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴

い
、
今
ま
で
以
ト

に
ご
み
の
分
別

に
よ
る
リ
サ
イ
ク

ル
化
、
減
量
化
等
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
地
球
環
境
問
題
と
し
て
、

地
球
温
暖
化
、
オ
ゾ

ン
層
の
破
壊

等
あ
り
ま
す
が
、
生
徒

へ
の
教
育

は
申
す
ま
で
も
な
く
、
我
々
も
真

剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

船
寓
‐
′，
の
歴
史
″
蒲
遣
六
四
》
一

聖

習
雪

婁

諭

小

川

信

雄
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平

成

八

年

度

報

告

平成8年度 一般会計決算書

収入の部

同

宏
′山 ヽ

会

事

業

報

告

平

成

九

年

度

計

画

【
一
】
平
成
八
年
度
事
業
報
告

第

一
日
　
常
任
理
事
会
六
月
二
十
八
日

議
題
①
平
成
八
年
度
会
計
報
告

②
平
成
九
年
度
事
業
案

③
平
成
九
年
度
会
計
予
算
案

④
平
成
八
年

「春
の
同
窓
会
」
会
計
報
告

第
二
回
　
常
任
理
事
会

・
幹
事
会

・八
月
四
日

議
題

・
第

一
回
常
任
理
事
会
と
同

じ
内
容

・
新
幹
事
と
の
顔
合
わ
せ
等

平
成
八
年
度
同
窓
会
総
会八
月
四
口

議
題

。
第

一
回
及
び
第
二
回
常
任

理
事
会
で
の
審
議
内
容
の

承
認

・
質
疑
応
答
等

第

一
回
　
名
簿
作
成
委
員
会

九
月
二
十

一
日

第
二
回
　
名
簿
作
成
委
員
会

十
月
二
十
四
日

第

一
回

「春
の
同
窓
会
」
実
行
委

員
会
及
び
事
務
局
打
含
せ

十
月
三
十
日

議
題

・

「春
の
同
窓
会
」

実
施
計
画
案
作
成

。

「同
窓
会
だ
よ
り
」
編
集

第
二
回

「春
の
同
窓
会
」
実
行
委
員
会

平
成
九
年

一
月
二
十
七
日

議
題
　
進
捗
状
況
報
告

・
会
場
と
の
打
含
せ
、
確
認

平
成
九
年

「春
の
同
窓
会
」

二
月
十

一
日

於
　
西
船
フ
ロ
ー
ラ

第
三
回
　
名
簿
作
成
委
員
会

【
二
】
平
成
九
年
度
事
業
計
画

第

一
日
　
常
任
理
事
会
六
月
十
日
実
施

第
一
回
　
常
任
理
事
会

・
幹
事
会

ヽ

八
月
三
日
実
施

平
成
九
年
度
同
窓
会
総
会

八
月
三
日
実
施

「同
窓
会
だ
よ
り
」
発
行十
二
月
中
旬

平
成
十
年

「春
の
同
窓
会
」

平
成
十
年
二
月
十

一
日

名
簿
作
成
委
員
会
　
　
　
　
適
宣

事
務
局
打
含
せ
　
　
　
　
　
適
宜

【三
】
同
窓
会
総
会
報
告

平
成
九
年
度
同
窓
会
総
会
が
、

去
る
８
月
３
日

（日
）
午
前
十
時

よ
り
母
校
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
食
堂

に
お

い
て
例
年
通
り
実
施

さ
れ

た
。
総
会

に
先
立

っ
て
午
前
九
時

よ
り
理
事
会

・
幹
事
会
が
実
施
さ

れ
、
昨
年
度
卒
業
し
た
新
規
同
窓

会
員
の
代
表
と
し
て
ク
ラ
ス
よ
り

選
出
さ
れ
た
ク
ラ
ス
幹
事
と
同
窓

会
常
任
理
事
と
の
初
の
顔
合
わ
せ

が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ク
ラ
ス
幹
事

は
、
卒
業
時
に
ク
ラ
ス
よ
り
２
名

合
計
２
０
名
決
定
す
る
が
、
幹
事

会

へ
の
参
加
は
７
名
で
あ

っ
た
。

新
幹
事

・
理
事
の
自
己
紹
介
で
始

ま
り
、
年
配
理
事
の
方
と
十
九
歳

に
な

る
新
規
会
員

の
顔
合
わ
せ

は
、
同
窓
会
な
ら
で
は
の
姿
で
あ

り
先
輩
方
の
後
輩

へ
の
気
遣

い
と

期
待
が
大

い
に
感
じ
ら
れ
た
。
体

憩
を
挟
み
総
会
が
引
続

い
て
実
施

決   算 予   算 増  減 備   考

l 彙 越 金 現 金 819,341 819341 0

2 会   費 950,000 920000 30,000 金401 定74

3 宇 収 メ
白
心 921 1 500 △579

そ の 他 0 0 0

計 1 770262 1 740841 29421

支出の部

決   算 予   算 増   減 備   考

l 議 費
総 54050 20000 65950

役 員 会 30030 150000 119970

2 要 費

通 信  費 33990 66010

印 刷  費 62360 37640

消 耗 品 費 20,000 19,920 のし袋

人 件 費 6.550 20000 13450 総会案内宛名書

3 葵 援 費

団体 支出金 186000 300000 114000

卒業記念費 98、 940 120、 000 21、 060

育 英 金 0 0 0

組織企画費 200000 175000 クラ絵 補助5件

4 際 費

長 0 20000 20000

慶 弔 105020 50000 △55020 餞別金、香典料

5 事務局費 61 750 150000 88250 交通費等

6 予 備 費 15.450 390.841 375、 391 貸金庫代

計 679、 220 |,740,841 1、 061,621
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さ
れ
た
。
総
会
は
、
三
代
川
同
窓

会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
〈
′
年
度

よ
り
母
校
校
長
に
着
任
さ
れ
た
小

西
紀
男
校
長
先
生
よ
り
御
挨
拶
を

頂

い
た
。
ま
た
、
学
校
関
係
か
ら

は
、
年
度
末
興
動
に
伴

っ
て
新
た

に
新
教
頭

崎
山
寛
和
先
生
　
新

事
務
長

小
松
英
夫
先
生
が
就
任

さ
れ
同
窓
会
幹
事
長
矢
野
嘉
朗
氏

よ
り
総
会
の
席
に
て
紹
介
が
あ

っ

た
。
引
続
き
議
事

へ
と
移
行
し
平

成
八
年
度
事
業
報
告
　
決
算
報
告

へ
と
続
き
会
計
監
査

中
村
嘉
秀

氏
よ
り
会
計
監
査
報
告

が
あ

っ

た
。
平
成
九
年
度
事
業
計
画
承
認

の
後
、
平
成
九
年
度
予
算
案
の
審

議
と
な
り

一
般
会
計
予
算
案
の
育

英
金
と
言
う
項
目
に
つ
い
て
理
事

よ
り
質
問
が
あ

っ
た
。
こ
こ
数
年

来
、　
一
般
会
計
内
に
育
英
金
と
言

う
項
目
が
存
在
し
た
が
実
際

の
支

出
が
無
く
、
ま
た
、
会
計
と
し
て

も
支
出
条
件
が
明
確
で
な
か

っ
た

為
、
逆
に
支
出
が
で
き
な
か

っ
た

旨
の
報
告
が
あ
り
、
同
窓
会
顧
間

の
萩
原
　
忠
氏
よ
り
育
英
金
設
立

の
経
緯

に

つ
い
て
説
明
を
頂

い

た
。
概
略
と
し
て
は
、
昭
和
二
十

三
年
～
二
十
六
年
頃
育
英
金
制
度

が
実
際
に
機
能
し
経
済
的
困
窮
の

生
徒
に
対
し
て
三
人
の
範
囲
で
年

額
三
万
円
の
補
助
を
実
施
し
て
い

た
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
説
明
を

受
け
来
年
度
予
算

に
つ
い
て
は
、

○
円
計
上
を
や
め
、　
一
万
円
を
計

上
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
ま
た
、

ク
ラ
ス
会

・
学
年
会

の
補
助
金
と

な

っ
て
い
る
組
織
企
画
費

（卒
業

後
四
年
間
の
み
補
助
し
て
い
る
）

に
つ
い
て
も
補
助
範
囲
の
拡
大
等

意
見
が
あ
り
、
資
金
面
の
問
題
等

も
あ
る
為
検
討
課
題
と
す
る
こ
と

と
な

っ
た
。
最
後
に
平
成
十
二
年

の
八
十
周
年
を
に
ら
み
同
窓
会
名

簿
作
成
委
員
会
委
員
長

白
田
山
三

郎
氏
よ
り
進
行
状
況
の
報
告
が
あ

り
、

「サ
ラ
ト
」
と

い
う
名
簿
作

成
業
者
と
の
契
約

（同
窓
会
名
簿

作
成
に
向
け
て
の
追
跡
調
査
及
び

名
簿
デ
ー
タ
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
管

理
等
）
に
つ
い
て
業
者
の
選
択
理

由
な
ど
詳
細
な
説
明
が
あ
り
、
平

成
十
二
年

に
向
け
て
完
成

の
為
、

上
記
業
者
と
の
契
約
委
託
に
つ
い

て
総
会
に
て
承
認
を
得
た
。

特別会計 平成8年度 決算書 平成9年度 一般会計予算案
H8年 4月 1日 ～9年 3月 31日 収 入 の 部

特別会計 平成9年度 予算案
《収入の部》

本 年 度 前 年 度 増   減 備   考

l 果 越 金 現    金 1091042 819,341 271 701

会   費 974000 920、 000 54000 全407 定80

3 雑 収 入
息 1000 1,500 △500

そ の 他 0 0 0

合    計 2066042 1,740,841 325,201

① 収 入 1繰  越 金 3,863,569

2利  層、 8371

3,871,940

② 支 出 l同窓会だより発行費 382565

2春 の同窓会運営補助 0

3予備費 0

計 382,565

支出の部

本 年 度 前 年 度 増  減 備   考

l 会 議 費
総 00,000 20,000 △20,000

役 員 会 100000 50、 000 △50,000

2 需 要 費

通 信  費 100000 100000 0

印  刷  費 100,000 100,000 0 校内印刷費含

消 耗 品 費 20,000 20,000 0

人 件  費 20000 20,000 0

3 登 援 費

団体支出金 300000 300.000 0 学校援助費等

卒業記念費 120,000 ]20,000 0 卒業証書入れ

育 英 金 10.000 0 10,000

組織企画費 200,000 200000 0 クラス会補助

4 た 際 費
長 20000 20,000 0

慶 弔 70000 50,000 20,000

5 事務局費 150000 150,000 0

6 予 備 費 756042 390841 365、 201

合    計 3066042 1 740841 325.201

差弓残金 1     3489375     1 次年度繰 り越 し

本年度案 前年度案 前年度決算 備考

l繰 越 金 3.489,375 3,863,569 3,863,569

2記念誌 名簿販売収入 0 80000 0

層 15000 8371

3.497,375 3,958,569 3,871,940

《支出の部》

本年度案 前年度案 前年度決算 備考

1同窓会だより発行費 500,000 700,000 382565

2千春の同窓会』運営費補助 100,000 100,000 0

3予  備 費 2,897.375 3.158.569 3,489,375

合    計 3,497,375 3958.569 3、 871、 940
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“
′

「母
校
」
と

い
う
言
葉

に
は
、

い
く

つ
に
な

っ
て
も
特
別
な
響
き

が
あ
る
。

私
が
県
立
船
橋
高
校
、
い
わ
ゆ

る

「県
船
」
を
卒
業
し
て
す
で
に

三
十
六
年

の
月
日
が
流
れ
た
が
、

今
で
も
同
窓
の
友
人
と
出
会
う
と

高
校

の
こ
ろ
の
感
覚
に
戻
れ
る
こ

と
は
不
思
議
な
も
の
で
あ
る
。

先
日
、
同
窓
会
事
務
局
の
矢
野

さ
ん
か
ら
高
校
時
代

の
思

い
出

を
、
と
原
稿
の
依
頼
を
頂

い
た
。

締
め
切
り
が
間
近
に
な
り
、
さ

て
何
を
と
考
え
た
が
、
や
は
り
友

と
共
に
汗
を
流
し
た
こ
と
が
、
思

い
出
と
し
て
強
く
残
る
。
授
業

の

こ
と
よ
り
も
、
友
人
と
汗
を
流
し

た
柔
道
部
の
こ
と
の
ほ
う
が
記
憶

が
鮮
明
で
あ
る
。

高
校
時
代
、
私
は
二
年
間
柔
道

部
に
籍
を
お
い
た
。

本
当
は
、
幼

い
頃
か
ら
野
球
が

ヽ

大
好
き
で
、
中
学
生
時
代
も
野
球

部

一
本
槍
だ

っ
た

こ
と
も
あ
り
、

入
学
す
る
ま
で
は
野
球
部
に
人
部

す
る

つ
も
り
だ

っ
た
。
し
か
し
、

父
か
ら
武
道
を

や
れ
と
反
対

さ

れ
、
結
局
柔
道
部

の
お
世
話
に
な

る
こ
と
に
な

っ
た
。

も
う
、
三
十
年
以
上
も
前
の
こ

と
で
、
当
時

の
社
会
を
思
い
出
せ

ば
当
然
な
の
だ
が
、
と
に
か
く
上

下
関
係
が
は

っ
き
り
し
て
い
た
。

今
号
の

「わ
が
同
窓
」
は
、
興
色
の
顔
合
わ
せ
と
な
り
ま
し
た
ｃ

「超
」
が

つ
く
ほ
ど
御
多
忙
と
は
思

い
ま
し
た
が
、
今
年
七
月
に
船

橋
市
長
に
就
任
さ
れ
た
藤
代
孝
七
氏
と
船
橋
議
会
議
員

（前

・
市

議
会
議
長
）
田
久
保
掟
三
氏
、
ま
た
、
同
窓
生
と
し
て
は
新
米

で

す
が
国
際
技
術
博
覧
会
で
第
二
位
を
獲
得
し
、
〈
′
後

の
日
党
ま
し

い
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
遅
澤
順
氏
の
三
氏
に
お
願

い
し
ま
し
た
。

同
窓
生
と

い
う
こ
と
で
、
快
く
寄
稿
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
分
野
は
異
な
り
ま
す

が
、
三
人
の
方
々
の
益
々
の
御
活
躍
を
お
祈
り
申
し
ま
す
。

運
動
部
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
だ

け
で
な
く
、
普
段
の
生
活
も
、
先

輩
後
輩
、
日
上

の
人
に
対
す
る
日

常
の
礼
儀
は
、
し

っ
か
り
と
守
ら

れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

か
な
り
き

つ
い
練
洲
も
あ

っ

た
。
中
で
も
寒
稽
占
は
、
特
に
き

つ
い
。

二
年
生
か
ら
は
バ
ス
通
学
と
な

っ
た
が
、
人
学
し
て

一
年
間
は
、

古
和
釜

か
ら
自
転
車

で
通
学

し

た
。
時
間
は
、
三
、
四
十
分
し
か

か
か
ら
な
か

っ
た
が
、
寒
稽
古
の

時
は
夜
が
明
け
な

い
う
ち
に
家
を

出
て
、
稽
占

に
向
か
う
こ
と
に
な

る
。
自
転
車
だ

っ
た
せ
い
か
も
知

れ
な

い
が
、
ひ
と
き
わ
体
が
冷
え

た
。
当
時

の
冬

の
寒
さ
は
今
よ
り

も
厳
し
か

っ
た
よ
う
に
思
う
。

練
習
は

つ
ら
か

っ
た
が
、
逆
に
、

先
輩
や
友
人
か
ら
の
励
ま
し
は
心

か
ら
う
れ
し
く
感
じ
ら
れ
た
し
、

１
年
生
の
時
、
初
段
を
も
ら
い
黒

帯
を
初
め
て
締
め
た
と
き
の
感
激

は
大
き
か

っ
た
。

当
時
共

に
苦
労
し
た
伸
間
は
、

そ
れ
ぞ
れ

の
道
を
歩
ん

で
い
る

が
、
今

で
も

つ
き
あ

い
は
深

い
。

や
は
り
、　
つ
ら

い
こ
と
を

一
緒
に

経
験
す
る
こ
と
は
、
な
ん
と
も
言

え
な

い
結
び
つ
き
を

つ
く

っ
て
く

れ
る
も
の
だ
と
感
ぜ
ず

に
は
い
ら

れ
な

い
ｃ

社
会

の
環
境
も
変
わ
り
、
学
生

生
活
も
以
前
と
は
ず

い
ぶ
ん
違

っ

た
も
の
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、

大
人
に
向
か
う
三
年
間
と
い
う
多

感
な
時
期
を
過
ご
す
こ
と
に
は
変

わ
り
は
な

い
。

勉
強
に
し
ろ
、
部
活
動
に
し
ろ
、

い
ろ

い
ろ
思

い
悩
み
、
反
発
し
、

失
敗
し
な
が
ら
も
本
気
で
物
事
に

立
ち
向
か
え
る
時
期
で
も
あ
る
ｃ

今
年
の
夏
、
私
は
同
窓
会
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
大
勢
の
方
々
の
応

援
を
頂

い
て
、
船
橋
市
長
と

い
う

重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

＝
々
、
応
援
し
て
い
た
だ
い
た

方

々
に
感
謝
し
、
期
待
を
裏
切

っ

て
は
な
ら
な

い
と
の
思
い
で
ま
ち

づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

高
校
時
代
、
無
我
夢
中
で

一
つ
の

こ
と
を
や
り
通
せ
た
こ
と
が
、
今

の
自
分
の
基
礎
の

一
つ
に
な

っ
て

い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

今
、
県
船
に
通
う
生
徒
た
ち
が

幅
広

い
人
間
性
を
身
に
付
け
、
〈
ノ

後
社
会
で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と

を
心
か
ら
願

っ
て
い
る
。

母
校
の
思

い
出

船
橋
市
長
藤
　
代

孝
　
七

（昭
和
二
十
六
年
卒
）
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頻

一
年

船
橋
市
は
、
昭
和
十

一年
の
市
制

施
行
で
す
か
ら
、
今
年
で
丁
度
六
十

周
年
を
迎
え
ま
し
た
．
戦
前
の
初
期

胎
動
と
賑
わ
い
。
敗
戦
そ
し
て
混
乱

の
戦
後
、
第
二
期
。
昭
和
三
十
五
年

以
後
の
人
口
急
増
の
第
二
期
。
そ
し

て
昭
和
六
十
年
以
後
の
第
四
期
、
ス

ポ
ー
ツ
面
で
の
国
内
は
も
と
よ
り
、

国
際
的
な
活
躍
は
、
云
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
遅
れ
た
イ
ン
フ
ラ
　
下

水
道

・
都
市
計
画
道
路
等
救
急
医

療

・
福
祉

・
公
民
館
等
々
あ
ら
ゆ
る

面
で
の
急
ピ
ッ
チ
な
整
備
は
、
近
代

文
化
都
市
と
し
て
の
基
礎
的
な
条
件

が
整
え
ら
れ
た
も
の
と
云
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
二
十

一
陛
紀
を
捕

え
て
、第
五
期
、黄
金
時
代
へ
と
突
入
。

更
な
る
発
展
　
静
か
な
る
充
実
期
を

堪
能
出
来
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
様
な
記
念
す
べ
き
節
日
の
年

に
、
偶
々
と
は
云
え
第
四
十
三
代
市

議
会
議
長
と

ム
う
名
誉
な
大
役
に
就

け
た
事
を
、
今
で
は
大
変
嬉
し
い
思

い
出
と
さ
せ
て
戴
い
て
お
り
ま
す
。

就
任
早
々
、
中
国
　
西
安
市
全
人

船
橋
市
議
会
議
員

田
久
保
　
捷
　
一二

（昭
和
三
十
五
年
卒
）

代
委
の
議
会
公
式
訪
間
、
船
橋
市
議

会
初
め
て
の
議
場
で
の
ス
ピ
ー
チ
。

オ
ー
デ
ン
セ
市
長

一
行
の
来
船
。
八

月
の
甲
子
園
Ｇ
十
月
の
ヘ
イ
ワ
ー
ド

市
長
団
の
来
船
、
市
制
六
十
周
年
記

念
式
典
、
市
民
パ
レ
ー
ド
ｃ
戦
没
者
慰

霊
祭
．
小
選
挙
区
に
よ
る
初
め
て
の

総
選
挙
．
十

一
月
の
西
安
市
訪
中
団
・長

城
マ
ラ
ソ
ン
の
挙
行
。
全
国
高
校
陸

Ｌ
総
合
優
勝
、
京
都
駅
伝
男
女
出
場
、

正
月
の
サ
ッ
カ
ー
全
国
優
勝
。
知
事

選
県
議
補
選
。
関
東
市
議
会
議
長

会
々
長
就
任
、
全
国
市
議
会
議
長
会

部
会
長
就
任
。
大
相
撲
船
橋
場
所
。

六
月
の
市
長
選
市
議
補
選
、
新
市
長

を
迎
え
て
の
議
会
開
会
準
備
そ
し
て

開
会
。
等
々
誠
に
め
ま
ぐ
る
し
い
多

忙
な
、
多
事
争
論
の
一
年
で
し
た
。

こ
の

一
年
の
特
徴
に
は
三
点
あ
り

ま
し
た
。

一
、
ス
ポ
ー
ツ
の
発
揚

一
、
市
民
国
際
交
流
の
充
実

一
、
民
主
々
義
の
原
点

・
選
挙

で
あ
り
ま
す
。

一
、
二
点
に
つ
い
て
は
省
き
、
三
点

日
の
選
挙
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
．
結
果
等
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ
れ
に
喜
憂
が
あ
ろ
う
か
と
存

じ
ま
す
が
、
全
国
的
な
現
象
と
は
云

え
投
票
率
の
低
下
は
日
を
覆
う
ば
か

り
の
状
況
で
す
。
本
当
に
政
治
離
れ

だ
け
が
原
因
な
の
で
し
ょ
う
か
。
政

治
家
だ
け
が
悪
い
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
棄
権
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
消

極
的
で
も
現
状
肯
定
派
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ど
う
せ
そ
ん
な
急
に
は

変
ら
な
い
よ
、
こ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
か
、
ま
あ
ま
あ
納
得
し
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
ん

な
感
覚
な
ら
ば
、
結
果
が
違

っ
た
時

に
は
、
驚
く
に
ち
が
い
な
い
。
仮
に

そ
う
な
ら
ば
、
次
の
選
挙
で
は
心
配

で
、
投
票
に
行

っ
て
く
れ
れ
ば
と
考

え
る
の
で
す
が
、
投
票
率
は
依
然
と

し
て
、
否
下
が
る

一
方
で
す
。
賢
明

な
る
判
断
は
何
処
ヘ
ー

民
主
々
義
の
原
点
で
あ
る
多
数

決
　
選
挙
が
有
権
者
の
過
半
数
を
割

る
比
較
的
多
数
意
見
で
左
右
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。
そ
の
上
賢
明
な
る
判

断
の
材
料
と
な
る
情
報
が
、
最
近
で

は
何
時
に
な
く
中
傷
誹
謗
の
手
紙
や

フ
ア
ク
シ
ミ
リ
の
増
で
阻
害
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
所
謂
誉
め
殺
し
や
デ
マ

ゴ
ー
グ
で
情
報
を
操
作
さ
れ
、
選
挙

が
ジ
ャ
ツ
ク
さ
れ
た
ら
、
善
良
な
る

市
民
の
賢
明
な
る
判
断
は
不
可
能
で

す
。
民
主
々
義
は
破
滅
で
す
。
小
選

挙
区
制
等
法
で
は
な
く
、
人
の
心
が
、

意
識
が
改
め
ら
れ
な
い
限
り
防
ぐ
手

国
際
科
学
技
術
博
覧
会
に
参
加
し
て

す
ら
。
「歴
史
は
終

っ
た
」
の
で
し

ょ
う
か
。
頼
山
陽
さ
ん
そ
ろ
そ
ろ
お

日
党
め
を
。
外
史

・
文
藝

一
般
の
ご

講
義
を
。
小
生
議
長
職
を
辞
す
る
と

共
に
就
か
な
い
事
で
敗
戦
の
責
を
考

え
お
り
候
。
「ま
ほ
ろ
ば

・
ふ
な
ば

し
」
の
再
刊
に
総
力
を
結
果
致
し
度

存
じ
ま
す
。
ご
指
導
を
。

新
た
な
る
意
欲
を
燃
や
し
て
、
次

な
る
国
標
を
射
よ
う
と
活
動
を
さ
せ

て
戴
き
ま
す
。
同
窓
諸
兄
姉
の
益
々

の
こ
健
斗
を
祈
る
。

順

　

（平
成
九
年
一せ

人
の
研
究
内
容
を
見
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
驚
い
た
の
は
研
究
内
容
が

非
常
に
高
度
で
十
五
歳
か
そ
こ
ら
の

人
が
ロ
ボ
ッ
ト
を
作

っ
た
り
遺
伝
子

の
研
究
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
ア
メ
リ
カ
の
底
力
を
感
じ
ま
し

た
。
国
際
科
学
技
術
博
覧
会
で
は
非

常
に
楽
し
い
思
い
出
と
貴
重
な
体
験

が
で
き
、
今
か
ら
思
え
ば
夢
の
よ
う

で
す
。
船
橋
高
校
の
先
生
方
、
特
に

来
年
転
任
さ
れ
る
大
山
先
生
に
は
、

論
文
作
成
の
時
非
常
に
助
け
て
も
ら

い
非
常
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
三
年
間
船
橋
高
校
で
よ
き
仲
間

と
巡
り
合
え
た
こ
と
を
幸
運
に
思
っ

て
い
ま
す
。
思
え
ば
短
い
三
年
間
で

し
た
が
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ど

う
も
あ
り
が
と
う
。

立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。
利
権
屋
や
選

挙
ゴ
ロ
を
根
絶
で
き
ま
せ
ん
。
同
窓

の
諸
兄
姉
に
、
印
象
の
一
端
を
訴
え

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

芸
術
の
秋
、
同
窓
の
新
市
長
の
色

紙
で
の
参
加
を
得
て
、
素
人
集
団

・

ポ
セ
イ
ド
ン
の
第
二
回
作
品
展
を
催

し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
文
章
は
、
次

に
紹
介
し
ま
す
。

「政
治
は
所
詮
国
民
の
レ
ベ
ル
」
な

の
で
し
ょ
う
か
。
数
々
の
実
績
も
い

つ
し
か
あ
た
り
ま
え
。
否
負
の
印
象

遅
　
澤

私
は
在
学
中
に

「さ
ま
ざ
ま
な
立

体
視
の
研
究
」
と
い
う
論
文
で
日
本

学
生
科
学
賞
の
文
部
大
臣
賞
に
選
ば

れ
、
今
年
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
国

際
科
学
技
術
博
覧
会
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
論
文
は
パ
ネ
ル
に
し
て
学

校
の
先
生
や
企
業
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
、

立
体
映
像
の
専
門
家
に
も
見
て
も
ら

い
ま
し
た
。
授
賞
式
の
日
、
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
や
レ
ー
ザ
ー
で
シ
ョ
ウ
ア

ッ
プ
さ
れ
た
会
場
で

国
つ
咀
つ
８
「ョ
∞

部
門
か
ら
自
分
の
名
前
が
呼
ば
れ
三

位
と
わ
か
っ
た
と
き
は
予
想
外
の
喜

び
と
興
奮
で
い
っ
ば
い
で
し
た
。
ア

メ
リ
カ
人
は
成
功
者

へ
の
賛
美
を
惜

し
ま
ず

一
番
優
秀
な
人
に
は
五
〇
〇

万
円
以
上
の
賞
金
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
空
き
時
間
を
使

っ
て
、
他
の
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母

校

の

現

況

今
年

の
夏
ｃ
球
場
に
ま
で
足
を
運
ん
だ
方
も
多
く
お
ら

れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
野
球
部
の
ベ
ス
ト
８
人
り
は
、

記
録

に
残
る
快
挙
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
各
部
と
も
様

々

な
成
果
を
上
げ
て
い
る
が
、
〈
ノ
回
は
野
球
部

の
他
、
水
球

新
人
戦
で
優
勝
し
た
水
泳
部
、
個
人
戦
で
活
躍
し
た
ア
ー

チ

ェ
リ
ー
部
に
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
。

水
泳
部
で
学
ん
だ
も
の

三
年

二
年
間
部
活
を

や

っ
て
き

て

技
術
的
な
も
の
も
多
く
身
に
つ
け

て
き
た
が
、
そ
れ
以
上
に
精
神
的

な
も
の
を
多
く
教
わ

っ
た
ｃ
そ
の

中
で
も
先
生
が
常
に
言

っ
て
い
た

こ
と
は

「人
に
感
謝
す
る
」
と
い
う

こ
と
だ

っ
た
。
そ
の
と
き
に
は
そ
の

意
味
を
わ
か

っ
た

つ
も
り
で
は
い

た
が
、
引
退
し
て
か
ら
思
う
と
、
現

役
時
代
に
は
そ
の
本
当
の
意
味
を

わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
気
が
す
る
。

自
分
た
ち
が
部
活
に
打
ち
込
め

た
の
は
、
先
生

・
両
親
　
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
な
ど
の
多
く
の
人
の
支
え

が
あ

っ
て
こ
そ
の
も

の
だ

っ
た
。

そ
の
こ
と
を
本
当
に
感
謝
し
て
い

れ
ば
、
」羊
い
と
き
も
そ
の
子
さ
を

乗
り
切
る
気
力
を
も

て
た
は
ず

だ
。
そ
れ
が
出
来
な
か
っ
た
の
は
、

や
は
り
人
に
感
謝
す
る
気
持
ち
が

心
か
ら
の
も
の
で
は
な
か

っ
た
と

藤

村

直

也

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

後
輩
達
に
は

「感
謝
」
の
気
持

ち
を
糧
に
し
て
、
苦
し
さ
、
辛
さ

を
乗
り
切
る
と

い
う
こ
と
を
現
役

中
に
わ
か
っ
て
欲
し
い
し
、
そ
う

す
れ
ば
、
自
分
達
が
味
わ
え
な
か

っ
た
勝
利
の
喜
び
を
手
に
入
れ
ら

れ
る
は
ず
だ
と
思
う
。

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
活
動
報
告

顧
　
問

ア
ー
チ

ェ
リ
ー
部
は
平
成
五
年

部
に
昇
格

の
最
も
新
し
い
運
動
部

で
す
が
、
昭
和
五
十
九
年

の
同
好

会
結
成
当
初
か
ら
、
県
協
会
　
高

体
連
の
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

＾
見
、
車
や
か
そ
う

で
す
が
、

試
合

で
は
三
十
、
五
十

、
七
十

（女
子
は
六
十
）
、
九
卜

（女
子
は

七
卜
）

ｍ
の
各
距
離
ニ
ト
六
射
、

計
百

四
十

四
射
を
引
ち
続

け
ま

す

，^
弓
具

・
矢
飛
び
に
関
す
る
科

学
的
理
解
と
、
技
術
、
精
神
力
、

そ
し
て
体
力
が
要
求
さ
れ
ま
す

，^

入
学
時
に
経
験
者
は
皆
無
で
す

が
、
毎
年
興
味
を
持

っ
た
新
人
生

西

谷

正

幹

が
入
り
、
現
在
の
部
員
は
三
十
名

で
す
っ
射
場
は
、
葉
同
台
の
船
橋

ア
ー
チ

ェ
リ
ー
レ
ン
ジ
を
利
用
し

て
お
り
、
限
ら
れ
た
時
間
で
の
能

率
的
な
練
習
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

二
年
前
の
県
総
体
男
子
団
体
準

優
勝
に
続
き
、
人
′
年
の
県
総
体
で

は
三
年
の
松
井
甲
恵
が
個
人
四
位

人
賞
、
準
決
勝
で

一
点
差
で
惜
敗

の
人
健
間
で
し
た
。
十
月
の
県

一

年
生
大
会
で
も
田
辺
貴
久
が
準
優

勝
と
な
る
な
ど
、
確
実
に
力
を

つ

け
て
き

て
い
ま
す
。
〈
′
後
と
も
、

皆
様

の
御
支
援
を

お
願

い
し
ま

す
「

「夏
」
を
終
え
て
野
球
部

顧
問

二
回
戦
対
船
橋
法
典
１
１
０
完

封
．
三
回
戦
対
本
更
津
中
央
３
１

２
サ
ヨ
ナ
ラ
．
四
―ロー
戦
は

マ
リ
ン

ス
タ
ジ
ア
ム
対
成
東
５
１
２
。
五

―‐‐―
戦
主
将
寺
内
君
の
Ｈ
Ｒ
等
で
対

敬
愛
学
園
４
１
２
ｃ
準
々
決
勝
対

横
芝
敬
愛
１
１
４
で
惜
敗
．
か
く

し
て
船
高
野
球
部
は
、
約
四
十
年

振
り
の
ベ
ス
ト
８
と

い
う
快
挙
を

成
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

私
達
の
チ
ー
ム
に
は
、

丹

秀

広

選
抜
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
者
は
い

な

い
。
プ

ロ
が
注
日
す
る
超
高
校

級
も

い
な

い
ｃ　
＾
人

一
人
が
、
こ

く
普
通
の
高
校
上
で
あ
る
。
し
か

し
そ
の
彼
ら
が
自
ら
の
ひ
た
む
き

な
努
力
を
信
じ
、
甲
子
園
と

い
う

大
き
な
夢
を
正
面
に
据
え
て
力
を

合
わ
せ
、
並
み
居
る
野
球
学
校
を

退
け
て
い
っ
た
の
は
痛
快
で
あ

っ

た
。
残
念
な
が
ら
甲
子
園
に
は
届

野
球
で
　
か
な
か

っ
た
が
、
選
手
は
勿
論
の

こ
と
、
応
援
し
て
く
れ
た
船
高
生

諸
有
に
も
、
納
得
の
い
く
結
果
だ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

夏
も
終
わ
り
、
秋
の
空
が
広
が

り
始
め
た
頃
、
朝
日
新
聞
に

一戦

力
」
と
題
す
る
作
文
が
掲
載
さ
れ

た
。
三
年
生

の
女
子
マ
ネ
ー
ジ

ャ

ー
が
そ
の
思

い
を
綴

っ
た

一
編
だ

が
、

ヨ
ど

か

っ
た
今
年
の
夏
を
、

爽
や
か
に
締
め
括

っ
た
。


